
滋賀尋大阪連携妻謬ボ菱ウム

生きもののにぎわい復活に向けて
～保全。再生に向けた取り組み～

とき:平成28年2削1日(木｡祝）
ﾕﾖ時30分～16時加分（開場1ﾖ時00分）

ところ：コラボしがZ1三階大会議室
（滋賀県大津市打出浜2-1）

1記諌40～1Z:sO腱調講演

『私たちにたいせつな生物多様性のはなじ」

枝廣淳子氏

東京都市大学環境学部教授／幸せ経済社会研究所所長

ｿ劃ﾙ平和賞を受賞したアル・ゴｱ氏の著書『不都合な真実』を翻訳3，

福田･麻生内閣の｢地球温暖化問題に関する懇談会｣委員ほか国の

審議会委員を歴任。
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滋賀｡大阪連携ｼﾝポジｳﾑ『生きもののにぎわい復活に向けて』
‐．-超診、

プロフィール驚鍵

枝廣淳子（えだひろじゅんこ)氏

東京都市大学環境学部教授、幸せ経済社会研究所所長
『不都合な真実』（アル・ゴア氏著)の翻訳をはじめ、環境問題に閨する講演、執筆、企業の
CSRコンサルティングや異業種勉強会等の活動を通じて、地球環境の現状や国内外の動き、
新しい経済や社会のあり方、幸福度、レジリエンス（しなやかな強さ）を高めるための考え方

や事例を研究。企業や自治体での合意形成に向けての場づくりやファシリテーターも数多く務
め、島根県の海士町や滋賀県近江八幡市など、意志ある未来を描く地方創生の戦略策定にも関
わっている。

「伝えること」で変化を創り、「つながり」と「対話」でしなやかに強く、幸せな未来の共創
をめざす。『世界はシステムで動く』、『レジリエンスとは何か－何があっても折れないここ
ろ、暮らし、地域、社会をつくる』等、著訳書多数。

東京大学大学院教育心理学専攻修士課程修了。
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会場のご案内 申込方法及び問合せ
筆

定員200名締切／平成28年2月8日(月)必着
①氏名･代表者名
②参加人数
③住所または所属
④連絡先
をご記入のうえ､E-mail･FAX･郵送のいずれかの方法でお
申し込みください。

【申込先】

○滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

住所：滋賀県大津市柳が崎5－34
TEL:077-526-4800

FAX:077-526-4803

E-mail:info@lberijp
エル

【問合せ先】

○滋賀県琵琶湖環境科学研究センター

TEL:077-526-4800

○大阪府立環境農林水産総合研究所

TEL:072-979-7070

コラボしが213階大会議室

滋賀県大津市打出浜2番1号TELO77-511-1400

【アクセス】公共交通機関をご利用ください。
○｣R琵琶湖線｢大津｣駅よりバス約7分､または徒歩約

20分

○｣R｢膳所｣駅より徒歩15分

○京阪電車｢石場｣駅より徒歩3分 ’ |函、検索－－－－－．‘‐二，．‐‐－今‘.蛍

滋賀｡大阪連携シンポジウム申込書（送信先:Oフフー526-4BOS)
（ふりがな）
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氏 名 参加人数（ 人）

住所 ①滋賀県。大阪府 府･県②（市区町名 ）

会社名･団体名

FAX

連絡先
壼
宅 話

E-mail

※ご記入いただいた個人情報は､本シンポジウム以外の目的で使用することはありません。

また､参加申込の受付票は発行いたしません。 写真提供:(公社)びわこビジターズピューロー

琵琶湖環境科学研究センター


